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料理界のレジェンド



伝統ある日本料理の種類①

春のスタンプラリー
二本松市の桜の名所巡る

ＪＡＦ福島支部

パナソニック産機システムズ

「ゼロノナイトＧ」
トコジラミ駆除剤

除
去
効
果
が
約
１
年
持
続

常
温
保
存
・
物
流
が
可
能
に

達人釜「ＦＣＳ－ＫＭ」
小型高温高圧調理器

アース製薬　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
を
全
国
展
開

す
る
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
の
創
業
者
、
ム
ッ

シ
ュ
こ
と
熊
谷
喜
八
シ
ェ

フ
。
筆
者
が
高
知
県
観
光
特

使
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
も
、
ム
ッ
シ
ュ
の

ご
紹
介
で
、
高
知
県
地
産
外

商
公
社
の
方
々
と
、
生
産
者

の
皆
さ
ま
を
訪
れ
た
の
が
キ

ッ
カ
ケ
。
岩
手
県
に
も
、
農

林
水
産
部
の
方
々
の
ご
案
内

で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
筆
者
が
役
員
を
務
め
る

お
弁
当
製
造
販
売
会
社
で
、

ム
ッ
シ
ュ
と
の
コ
ラ
ボ
弁
当

を
リ
リ
ー
ス
し
た
こ
と
も
。

　
ム
ッ
シ
ュ
は
銀
座
東
急
ホ

テ
ル
を
皮
切
り
に
、
セ
ネ
ガ

ル
、
モ
ロ
ッ
コ
日
本
大
使
館

料
理
長
に
就
任
後
、
渡
仏
。

パ
リ
「
マ
キ
シ
ム
」
等
で
修

業
さ
れ
、
有
名
ホ
テ
ル
の
セ

ク
シ
ョ
ン
シ
ェ
フ
ま
で
務
め

ら
れ
た
。
帰
国
後
、
有
名
店

で
総
料
理
長
を
務
め
ら
れ
た

後
、
１
９
８
７
年
、
自
ら
の

名
を
冠
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
南

青
山
に
オ
ー
プ
ン
。
ジ
ャ
ン

ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由

な
発
想
の
無
国
籍
料
理
が
人

気
を
博
し
た
。

　
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
受
賞
さ
れ
、
２
０
１
５
年

黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
に

は
、
筆
者
も
末
席
を
汚
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
現
在
も
全

日
本
司
厨
士
協
会
副
会
長
な

ど
数
多
く
の
役
職
を
務
め
ら

れ
、
全
国
の
産
地
を
飛
び
回

っ
て
お
ら
れ
る
。ほ
か
に
も
、

東
京
農
業
大
学
の
客
員
教
授

と
し
て
、
各
地
の
食
材
を
使

っ
た
新
た
な
レ
シ
ピ
を
開
発

す
る
学
生
さ
ん
た
ち
に
、
調

理
実
習
も
含
め
教
鞭

き
ょ
う
べ
ん

を
と

ら
れ
る
な
ど
、
八
面
六
臂

ろ
っ
ぴ

に

ご
活
躍
中
の
、
料
理
界
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
だ
。

　
そ
ん
な
ム
ッ
シ
ュ
と
、先

日
キ
ハ
チ
青
山
本
店
で
、久

々
に
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。前
菜
は
、厚

切
り
の
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

を
、オ
ク
ラ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
、ト

マ
ト
や
、ト
ロ
リ
と
な
る
ま

で
火
を
通
し
て
か
ら
冷
や
し

た
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
た
ち
が

彩
り
、梅
肉
ソ
ー
ス
が
添
え

ら
れ
た
一
品
。華
や
か
な
盛

り
付
け
や
、洋
食
で
も
和
食

で
も
な
い
、ジ
ャ
ン
ル
を
飛

び
越
え
た
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な

味
わ
い
は
、喜
八
イ
ズ
ム
を

継
承
し
て
い
る
。

　
２
品
目
は
、ブ
イ
ヤ
ベ
ー

ス
。ホ
タ
テ
と
イ
カ
の
火
入

れ
具
合
が
ち
ょ
う
ど
良
く
押

し
麦
の
プ
チ
プ
チ
感
が
楽
し

い
一
皿
。先
述
の
ナ
ス
同
様
、

い
ろ
い
ろ
な
食
感
が
楽
し
め

る
工
夫
が
。サ
フ
ラ
ン
の
風

味
も
、添
え
ら
れ
た
ニ
ン
ニ

ク
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
ア
イ
オ
リ

ソ
ー
ス
も
、大
好
き
な
味
♪

　
お
次
は
真
ダ
イ
。
パ
リ
ッ

と
焼
い
た
皮
の
上
に
、
ふ
わ

と
ろ
の
白
子
が
！
　
貝
柱
と

ア
ス
パ
ラ
の
ソ
ー
ス
が
、
ま

た
し
て
も
無
国
籍
な
味
わ

い
。
添
え
ら
れ
た
フ
キ
ノ
ト

ウ
の
天
ぷ
ら
の
苦
み
が
、
春

ら
し
さ
を
演
出
し
て
い
た
。

　
メ
イ
ン
は
、豚
ロ
ー
ス
肉

マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
。ニ
ン

ジ
ン
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な

野
菜
が
目
に
鮮
や
か
。野
菜

の
使
い
方
が
素
晴
ら
し
い
。

セ
ネ
ガ
ル
や
モ
ロ
ッ
コ
の
大

使
館
で
日
本
の
野
菜
が
手
に

入
ら
ず
、敷
地
内
で
自
ら
畑

を
作
っ
た
と
い
う
ム
ッ
シ
ュ

か
ら
薫
陶
を
受
け
た
、石
川

泰
史
シ
ェ
フ
な
ら
で
は
。

　
デ
ザ
ー
ト
は「
ナ
ポ
レ
オ

ン
パ
イ
」。旬
の
国
産
い
ち

ご
、サ
ク
サ
ク
の
パ
イ
生
地

に
、生
ク
リ
ー
ム
と
カ
ス
タ

ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
合
わ
せ
た

デ
ィ
プ
ロ
マ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム

と
生
ク
リ
ー
ム
の
ダ
ブ
ル
使

い
が
絶
妙
！
　
パ
リ「
マ
キ

シ
ム
」の
系
譜
を
受
け
継
ぐ

味
わ
い
で
あ
る
。料
理
界
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
は
全
国
生
産
者

の
応
援
団
長
で
も
あ
っ
た
。

「
食
を
通
し
て
日
本
を
元
気

に
」と
い
う
ム
ッ
シ
ュ
か
ら
、

ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
で
は
、
ま
ず
伝
統
様
式
に
の

っ
と
っ
た
日
本
料
理
か
ら
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
●
本
膳
料
理

　
室
町
時
代
か
ら
現
代
に
ま
で

続
く
伝
統
様
式
の
料
理
で
す
。

膳
と
名
の
付
く
よ
う
に
、
折
敷

お
し
き

と
い
う

㌢
四
方
く
ら
い
の
正

方
形
な
い
し
長
方
形
の
脚
の
付

い
た
お
膳
で
出
さ
れ
ま
す
。
器

に
は
漆
器
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
本
膳
料
理
は
、
一
の
膳
か
ら

多
い
時
は
七
の
膳
ま
で
あ
り
ま

す
（
四
の
膳
と
は
呼
ば
ず
、
与

の
膳
と
呼
び
ま
す
）
。
一
の
膳

の
こ
と
を
本
膳
と
呼
び
ま
す
。

　
本
膳
に
は
複
数
の
お
か
ず

と
、
ご
飯
、
汁
物
、
香
の
物
が

添
え
ら
れ
ま
す
。
数
字
が
付
く

と
、
順
番
に
出
さ
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
全
て
の
お
膳
が
一
度
に
並

べ
ら
れ
る
の
が
本
膳
料
理
の
特

徴
で
す
。

　
一
汁
三
菜
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
現
代
で
は
こ
れ
は
家
庭
料

理
を
含
め
、
理
想
的
な
和
食
の

バ
ラ
ン
ス
を
指
す
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
一
汁
と
は
汁
物
が

一
つ
、
三
菜
と
は
お
か
ず
が
３

品
と
い
う
意
味
で
す
（
ご
飯
は

入
れ
ま
せ
ん
）
。
こ
の
数
え
方

は
本
膳
料
理
か
ら
き
て
い
ま

す
。
本
膳
料
理
を
略
式
に
し
た

も
の
を
袱
紗

ふ
く
さ

料
理
と
言
い
ま

す
。
こ
れ
は
一
汁
三
菜
を
最
小

の
構
成
と
し
て
、
最
大
で
も
三

の
膳
ま
で
。
本
膳
料
理
も
そ
う

で
す
が
、
ど
ち
ら
も
三
の
膳
ま

で
お
酒
を
出
す
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ

れ
、
料
理
の
様
式
も
変
化
し
、

酒
の
さ
か
な
を
載
せ
た
お
膳
が

華
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

お
膳
の
間
の
お
酒
を
「
中
酒
」

と
呼
び
、
豪
華
な
中
酒
膳
を
中

心
に
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
今
の
会
席
料
理
（
酒

席
料
理
）
へ
と
つ
な
が
っ
た
と

さ
れ
ま
す
。

　
●
懐
石
料
理

　
懐
石
料
理
は
、
正
式
な
茶
事

で
お
茶
（
濃
茶
）
を
進
め
る
前

に
出
さ
れ
る
、
ご
く
簡
素
な
食

事
を
指
し
ま
す
。
濃
茶
は
濃
厚

な
の
で
、
お
腹
が
空
い
た
と
こ

ろ
よ
り
は
、
少
し
お
腹
に
入
っ

て
い
た
ほ
う
が
お
茶
を
お
い
し

く
い
た
だ
け
る
こ
と
か
ら
、
先

に
食
事
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。茶
道
の
祖
で
あ
る
、

千
利
休
が
始
め
た
と
さ
れ
ま

す
。

　
茶
事
な
の
で
、
一
般
の
店
で

は
本
格
的
な
懐
石
料
理
を
出
す

こ
と
は
ま
れ
で
す
が
、
基
本
的

に
は
、
一
汁
三
菜
で
、
ご
飯
、

汁
物
、
向
付

む
こ
う
づ

け
、
煮
物
、
焼
き

物
が
基
本
で
す
。
本
膳
料
理
が

全
て
の
料
理
を
一
度
に
並
べ
る

の
に
対
し
、
懐
石
料
理
は
出
来

た
て
を
提
供
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
な
お
向
付
け
と
は
、
手
前

の
ご
飯
と
汁
物
に
対
し
て
、
そ

の
向
こ
う
側
に
置
く
こ
と
か
ら

付
け
ら
れ
た
名
称
で
、
刺
し
身

や
酢
の
物
、
あ
る
い
は
そ
の
容

器
を
指
し
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
料
理
店
や
旅
館

ホ
テ
ル
な
ど
で
出
さ
れ
る
豪
華

な
日
本
料
理
「
懐
石
」
は
、
そ

こ
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、
正

式
な
「
茶
懐
石
」
と
は
違
い
ま

す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
■
日
本
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
研
究
所
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
業
界
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
観

光
、
介
護
）
の
人
材
育
成
と
国

際
交
流
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
同
研

究
所
の
大
谷
晃
理
事
長
、
鈴
木

は
る
み
上
席
研
究
員
が
監
修
す

る
書
籍
「
『
旅
館
ホ
テ
ル
』
の

お
も
て
な
し
」
が
星
雲
社
か
ら

発
売
中
。
問
い
合
わ
せ
は
同
社

☎
０
３
（
３
８
６
８
）
３
２
７

５
。

　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

トコジラミ駆除剤
「ゼロノナイトＧ」

達
人
釜
の
新
モ
デ
ル
「
Ｆ
Ｃ
Ｓ
―
Ｋ
Ｍ

」

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
業
務
用

設
備
機
器
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ（
東

京
都
墨
田
区
）は
、
年

月

に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

を
施
し
た
小
型
高
温

高
圧
調
理
機「
達
人

釜
」の
新
モ
デ
ル「
Ｆ

Ｃ
Ｓ
―
Ｋ
Ｍ

」の
提
案
を

強
化
し
て
い
る
。

　
食
品
加
工
業
者
を
皮
切
り

に
、
昨
今
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

や
、
Ｅ
Ｃ
販
売
の
需
要
の
高

ま
り
に
伴
い
、
飲
食
店
や
一

部
旅
館
で
の
活
用
が
広
が
っ

て
い
る
。
従
来
の
加
熱
調
理

機
器
で
は
困
難
と
さ
れ
る
１

０
１
度
以
上
の
温
度
帯
で
の

真
空
調
理
を
小
型
で
あ
り
な

が
ら
実
現
し
た
レ
ト
ル
ト

釜
。
パ
ウ
チ
で
密
閉
し
た
食

材
や
調
理
品
を
高
温
高
圧
で

処
理
し
、
常
温
保
存
、
常
温

物
流
が
可
能
な
レ
ト
ル
ト
食

品
を
製
造
で
き
る
も
の
。

　「
宿
泊
市
場
で
は
、地
場
の

旬
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
を
土
産
品
と
し
て

販
売
す
る
と
同
時
に
、閑
散

期
に
食
材
の
下
処
理
や
惣
菜

類
の
加
工
を
行
い
、利
便
性

の
高
い
１
次
加
工
品
と
し
て

保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、繁

忙
期
の
現
場
の
生
産
性
の
向

上
に
も
役
立
て
ら
れ
れ
ば
」

と
同
社
。

　
新
モ
デ
ル
の
最
大
の
特
徴

は
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の
殺
菌

レ
ベ
ル
を
指
定
す
る
「
Ｆ
値

制
御
モ
ー
ド
」
を
搭
載
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
加
熱
条
件
の
算
定

が
簡
易
に
な
り
、
メ
ニ
ュ
ー

開
発
プ
ロ
セ
ス
の
簡
略
化
を

実
現
す
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
制
御
部
分
の
見
直

し
を
行
い
、
操
作
部
を
ボ
タ

ン
式
か
ら
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

に
変
更
し
、
詳
細
な
情
報
を

確
認
し
な
が
ら
簡
単
な
操
作

で
使
用
で
き
る
。
各
種
の
ボ

イ
ラ
ー
や
圧
力
容
器
の
資
格

は
不
要
で
、誰
で
も
扱
え
る
。

　
使
い
方
も
前
モ
デ
ル
と
同

じ
く
シ
ン
プ
ル
で
、
電
源
を

入
れ
、
ふ
た
を
開
け
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
パ
ウ
チ
を

セ
ッ
ト
し
て
温
度
・

時
間
な
ど
の
条
件
を

設
定
し
、
ス
タ
ー
ト

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
。
１
回

の
調
理
時
間
は

分
か
ら


分
で
、
最
大

～

袋
分
が

製
造
可
能
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
運
転
時
の
デ
ー

タ
の
記
録
・
保
管
の
た
め

に
必
要
な
プ
リ
ン
タ
ー
を

本
体
に
内
蔵
し
、
利
用
者

か
ら
要
望
が
高
か
っ
た
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
出

し
を
可
能
に
す
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ポ
ー
ト
も
内
蔵
し
、
よ
り

利
便
性
に
優
れ
た
仕
様
に

し
た
。

　
本
体
サ
イ
ズ
は
幅
６
０

０
×
奥
行
き
５
６
０
×
高

さ
１
０
０
９
㍉
と
、
家
庭

用
洗
濯
機
並
み
の
コ
ン
パ

ク
ト
サ
イ
ズ
。
小
ロ
ッ
ト

で
の
製
造
が
可
能
で
、
給

排
水
と
電
源
が
あ
れ
ば
手

軽
に
設
置
が
可
能
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先
は
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ
・

事
業
企
画
部
販
促
課
☎
０

３（
６
３
６
４
）３
７
２

９
。

　
衛
生
関
連
製
品
の
製
造

・
販
売
を
多
岐
に
展
開
す

る
老
舗
メ
ー
カ
ー
の
ア
ー

ス
製
薬（
東
京
都
千
代
田

区
）は
、昨
今
の
世
界
的
な

ト
コ
ジ
ラ
ミ
の
大
量
発
生

に
伴
い
、昨
年
２
月
に
発
売

し
た
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
剤

「
ゼ
ロ
ノ
ナ
イ
ト
Ｇ
」の
活
用

を
宿
泊
市
場
に
提
唱
し
て
い

る
。

　
ト
コ
ジ
ラ
ミ
は
、

シ
ラ
ミ
や
ダ
ニ
の
仲

間
で
は
な
く
、カ
メ

ム
シ
の
仲
間
で
、気

温

度
く
ら
い
を
好
み
、春

か
ら
夏
に
か
け
て
活
動
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
。赤
褐
色

か
っ
し
ょ
く

を

し
た
成
虫
は
体
長
５
㍉
㍍
～

８
㍉
㍍
程
度
で
も
確
認
で
き

る
が
、
乳
白
色
で
１
㍉
㍍
程

度
の
視
認
が
難
し
い
幼
虫
も

人
を
刺
す
こ
と
が
あ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
と
い
う
。

　
ま
た
、
ベ
ッ
ド
、
床
や
壁

な
ど
の
隙
間
に
隠
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
亀
裂
な
ど
の

狭
く
暗
い
場
所
を
好
み
、
繁

殖
力
も
高
い
。
「
特
に
最
近

で
は
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者

の
荷
物
に
紛
れ
込
ん
で
い
る

事
例
も
数
多
く
あ
る
た
め
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
も

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
」
と
同
社
。

　
ゼ
ロ
ノ
ナ
イ
ト
Ｇ
は
、

「
ス
ー
パ
ー
ト
コ
ジ
ラ
ミ
を

含
む
ト
コ
ジ
ラ
ミ
に
高
い
駆

除
効
果
を
発
揮
す
る
テ
ネ
ベ

ナ
ー
ル
（
一
般
名

ブ
ロ
フ

ラ
ニ
リ
ド
）
を
配
合
し
た
こ

と
が
最
大
の
特
徴
。こ
れ
は
、

光
や
熱
に
強
く
常
温
で
の
揮

発
性
が
低
い
こ
と
に
加
え

て
、
薬
剤
の
持
続
性
が
高
い

成
分
で
、
１
年
に
１
度
の
使

用
で
、
除
去
効
果
が
１
年
程

度
持
続
す
る
」
と
話
す
。

　
使
い
方
は
①
部
屋
を
閉
め

切
り
、ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
引

き
出
し
な
ど
害
虫
の
隠
れ
場

所
を
開
放
し
、テ
レ
ビ
と
い

っ
た
精
密
機
器
を
カ
バ
ー

し
、植
物
な
ど
は
部
屋
の
外

に
出
す
②
容
器
か
ら
ア
ル
ミ

袋
を
取
り
出
し
、容
器
の
点

線
ま
で
水
を
入
れ
、部
屋
の

中
央
付
近
に
置
き
、ア
ル
ミ

袋
か
ら
取
り
出
し
た
缶
を
赤

い
シ
ー
ル
面
を
上
に
し
て
容

器
に
戻
し
、リ
ン
グ

状
の
ふ
た
を
す
る
③

約
１
分
後
に
蒸
散
が

始
ま
り
、白
煙
が
出

て
、２
時
間
以
上
閉
め
切
り
、

経
過
後
に
入
室
し
、に
お
い

が
気
に
な
ら
な
い
程
度
ま

で
換
気
を
図
り
、軽
く
掃

除
機
を
か
け
る
だ
け
。製

品
の
内
容
量
は

㌘
で
、

１
缶
あ
た
り
６
～
８
畳

（

～

平
方
㍍
）に
対
応

す
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先
は
ア
ー
ス
製

薬
☎（
０
１
２
０
）８
１
６

４
５
６
。
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コ
ー
ス
マ
ッ
プ

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
福
島
支
部
は
１
日

か
ら
、
に
ほ
ん
ま
つ
Ｄ
Ｍ
Ｏ

主
催
、
福
島
県
二
本
松
市
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
事

業
「
春
の
に
ほ
ん
ま
つ
ド
ラ

イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０

２
４
」
に
協
力
し
、
同
市
で

の
ド
ラ
イ
ブ
観
光
を
促
進
し

て
い
る
。

日
ま
で
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
舞

台
、
同
県
県
北
部
に
位
置
す

る
二
本
松
市
は
、
温
泉
や
藩

の
歴
史
、
ち
ょ
う
ち
ん
祭
り

な
ど
、
観
光
資
源
が
充
実
し

て
い
る
地
域
。
今
回
は
、
見

ご
ろ
を
迎
え
る
桜
の
名
所
を

中
心
に
、
春
を
感
じ
ら
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

周
遊
す
る
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ッ
ト
は
、

阿
武
隈
川
の〝
動
〟

と
桜
の
〝
静
〟
が

同
時
に
楽
し
め
る

島
山
・
稚
児
舞
台

や
、
愛
蔵
寺
内
に

あ
る
推
定
樹
齢
８

０
０
年
の
護
摩

桜
、
朝
日
吾
妻
連

峰
を
遠
望
で
き
る

雄
大
な
情
景
が
広

が
る
日
向
の
人
待
地
蔵
桜
な

ど
、
計

ス
ポ
ッ
ト
。
桜
の

名
所
の
ほ
か
、
道
の
駅
や
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
も
ス
ポ

ッ
ト
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

買
い
物
や
観
光
を
楽
し
み
な

が
ら
同
市
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
ス
タ
ン
プ
取
得
後
は
、
数

に
応
じ
て
、岳
温
泉
宿
泊
券
、

Ａ
４
等
級
相
当
の
エ
ム
牧
場

生
体
熟
成
和
牛
、
純
米
酒
と

美
肌
の
湯
で
有
名
な
岳
温
泉

の
天
然
温
泉
を
配
合
し
た
肌

と
う
じ
の
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ

ス
ク
、
同
市
の
特
産
品
詰
め

合
わ
せ
な
ど
、
計

人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
応
募
で
き
る
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
福

島
支
部
☎
０
２
４（
５
４
６
）

０
０
２
２
。


